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日成ビルドグループが展開するワンストップソリューション

『情報を集める』 『価値を高めてストックする』『運用 する』 『未来につなげる』『建てる』メーカーの商品力と総合的な工事力

情報力を持った企業とのアライアンス 戦略的な業務提携による情報の収集と活用

土地
開発建設

運用

ＦＭ・
メンテナンス リニューアル

土地
開発建設

運用

ＦＭ・
メンテナンス リニューアル

土地開発・出店支援 システム建築 立体駐車場の建設 総合建設 土木・インフラ工事 駐車場の運営・管理 事業用施設の運用 立体駐車場メンテナンス 商業施設の維持管理 鉄道（軌道）整備 大規模修繕工事駐車場リニューアル

土地の開発提案から、建物の設計・生産・施工・運営管理、そしてファシリティマ
ネジメント、メンテナンス、リニューアルまで空間活用の全てのシーンでお客さまの
お役に立てる事業を展開しています。
「価値（＝利益）」の最大化を目指し、最適な「土地」「建物」「設備」「管理」を組
み合わせて提案すること、潜在する「空間の価値」を呼び覚ますこと、それが日成
ビルドグループの使命です。

全国の施主さま、お取引先からの建築情報、提携ディベロッパーからの土地情報、また弊社が運営管理する施設や駐車場
オーナーからもたらされる「次なる土地の活用ニーズ」など、私たちのもとには膨大な“生きた情報”が寄せられます。
これらの有益な情報を、グループ企業や提携企業と共有し、様々な可能性を模索します。例えば土地の有効活用をお考えの
地主さまには新たな事業提案を、事業者には土地情報に加え、建築商品や各種サービスを提供するなど、お客さま相互のビ
ジネス・マッチングのコーディネーターとしても機能します。
日成ビルドグループは、その情報力と技術力で、空間の価値とお客さまの利益の最大化を実現します。

情報力とグループ力で、
空間の可能性を最大限に追求します。

「お客さまの声と期待に応えたい」

データファイル
日成ビルド工業株式会社

創業以来、変わることのないシンボルマーク

本社は金沢市金石北３丁目。森岡篤弘社長。１９６１（昭和３６）年７月設立。７８（同５３）年上場。
システム建築と立体駐車場の総合メーカー。資本金７０億２00万円。売上高２４０億６４００万円
（１２年４月～１３年３月期）。従業員数約７００人（グループ全体・１３年３月）。２０００（平成１２）年に
ISO９００１（品質マネジメントシステム）取得。国内グループ会社はNB建設、東和工建など６社。
国内に３８営業店。海外グループは中国、シンガポール、タイに計4社。

Theory
NISSEI
Technology

理論
日成
技術

Ｔｈｅｏｒｙ（理論）とＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙ（技術）を意味する「２つのＴ」
時代を見つめた新たな事業を構想する。
技術を磨き優れた商品をつくる。
創業以来、変わることのない、日成ビルド工業の信念です。

新たな空間活用のご提案
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決
意
を
胸
に
タ
イ
へ
着
任

　

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
11
月
18
日
、
谷
田

信
取
締
役
技
術
本
部
長
は
決
意
を
胸
に
タ
イ
・

バ
ン
コ
ク
の
地
を
踏
み
し
め
た
。
森
岡
社
長
の

命
を
受
け
て
、
12
年
７
月
に
創
立
し
た
合
弁
会

社
を
、
文
字
通
り
ア
ジ
ア
戦
略
の
拠
点
に
す
る

た
め
の
、
キ
ー
マ
ン
と
し
て
の
着
任
で
あ
っ
た
。

　

実
は
前
会
長
の
こ
ろ
の
15
年
ほ
ど
前
、
既
に

ア
ジ
ア
進
出
は
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
主
力
商

品
の
駐
車
場
だ
け
で
は
投
資
対
効
果
が
思
う
に

任
せ
ず
、
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

12
年
に
再
び
ア
ジ
ア
へ
注
力
し
始
め
た
の
は
、

わ
け
が
あ
っ
た
。
中
国
・
上
海
に
は
ま
だ
ま
だ

　

日
成
ビ
ル
ド
工
業
（
金
沢
市
）
は
い
ま
急
速
な
勢
い
で
進
化
を
遂
げ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
が
起
き
た
2
0
1
1
（
平
成
23
）
年
、
創
業
半
世
紀
を
刻
ん
で
か

ら
は
、
加
速
ぶ
り
も
半は

ん

端ぱ

で
は
な
い
。
先
代
が
資
本
金
1
0
0
万
円
、
従
業
員
18

人
で
始
め
た
ガ
レ
ー
ジ
製
造
・
販
売
の
会
社
が
、
国
内
外
に
名
を
馳は

せ
る
シ
ス
テ

ム
建
築
、
立
体
駐
車
場
の
総
合
メ
ー
カ
ー
に
大
き
く
成
長
し
た
。
2
代
目
の
森
岡

篤あ
つ

弘ひ
ろ

社
長
は
、
就
任
15
年
を
経
て
脂あ

ぶ
らが
乗
り
切
り
、
次
々
打
ち
出
す
施し

策さ
く
は
、
ほ

と
ん
ど
仕
掛
け
て
仕
損
じ
が
な
い
。
と
り
わ
け
、
こ
こ
1
、
2
年
の
M
＆
A
（
企

業
の
合
併
・
買
収
）
は
質
・
量
と
も
に
、
同
業
界
で
一
頭
地
を
抜
く
。
2
0
1
2

（
平
成
24
）
年
秋
の
中
国
上
海
を
皮
切
り
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
に
進
出
し
、

い
よ
い
よ
海
外
戦
略
に
も
本
腰
を
入
れ
始
め
た
。
今
後
、「
百
年
企
業
」
に
な
る

た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
何
を
す
べ
き
な
の
か
。
役
員
、
社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
考

え
行
動
し
、
価
値
あ
る
空
間
創
造
に
情
熱
を
燃
や
し
て
い
る
。

立
体
駐
車
場
が
少
な
い
。「
立
駐
を
建
て
て
運
営

す
れ
ば
ペ
イ
す
る
は
ず
」
と
読
み
12
年
９
月
に

合
弁
会
社
を
つ
く
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
近

く
に
統
括
拠
点
を
設
け
て
営
業
す
れ
ば
、
伸
び

し
ろ
は
大
き
い
。
翌
13
年
１
月
に
日
系
独
立
資

本
の
会
社
を
つ
く
っ
た
。
息
を
つ
く
間
も
な
く

７
月
に
は
ア
ジ
ア
戦
略
本
部
と
も
い
う
べ
き
拠

点
を
タ
イ
に
設
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
つ
く
っ
た
仏ほ
と
けに

は
魂
た
ま
し
いを

入
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」。
ト
ッ
プ
か
ら
拝
命
し
た
時
、
谷
田
取

締
役
は
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
同
時
に
、「
一

級
建
築
士
の
経
営
者
」
の
実
力
を
存
分
に
発
揮

し
て
、
社
業
伸
張
に
一
役
買
お
う
と
使
命
感
に

熱
く
な
っ
た
。

東
京
タ
ワ
ー
に
ほ
ど
近
い
ビ
ジ
ネ
ス
街
に
建
つ
ビ
ル
8
階
の
日
成
ビ
ル
ド
工
業
東
京
支
社
。
森
岡
篤
弘
社
長
（
中
央
）
は
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
忘
れ
な
い

＝
東
京
都
港
区
芝
3
丁
目

東京の営業本部の入り口に立つ森岡社長（中央）と役員幹部。右から小谷
幸次メンテナンス本部上席執行役員本部長、縄巻正夫取締役営業本部長、
上田秀樹営業本部首都圏事業部取締役部長兼関東ブロック長、山本弘NBフ
ァシリティーズ上席執行役員事業統括本部長＝東京営業本部

営
業
本
部
を
金
沢
か
ら
東
京
に
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業
務
提
携
先
も
拡
大

　

だ
か
ら
、
土
地
開
発
、
不
動
産
運
用
、
総
合

建
設
業
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
企

業
が
不
可
欠
だ
。
も
と
も
と
建
設
業
の
本
社
に

ゼ
ネ
コ
ン
の
Ｎ
Ｂ
建
設
、
小
澤
建
設
を
抱
き
合

わ
せ
、
土
地
開
発
の
た
め
13
年
12
月
に
設
立
し

た
Ｎ
Ｂ
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
を
機
能
さ
せ
、
維

持
管
理
、
運
用
は
Ｍ
＆
Ａ
し
た
東
和
工
建
や
新

設
立
の
Ｎ
Ｂ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
が
担
う
。
こ

う
す
る
こ
と
で
、
フ
ロ
ー
（
流
れ
る
）
の
仕
事

よ
り
、
ス
ト
ッ
ク
（
安
定
型
）
の
仕
事
が
増
え

て
い
く
目も
く

論ろ

見み

だ
。

　

さ
ら
に
業
務
提
携
先
も
、
グ
ル
ー
プ
会
社
と

の
シ
ナ
ジ
ー
（
相
乗
効
果
）
を
産
み
出
し
、
情

報
源
と
な
り
う
る
と
こ
ろ
を
選
ぶ
。
京
都
の
マ

ン
シ
ョ
ン
建
設
は
日
本
エ
ス
コ
ン
と
、
大
小
の

仕
事
の
シ
ェ
ア
で
は
川
田
工
業
（
東
京
本
社
＝

北
区
滝
野
川
、
富
山
本
社
＝
南
砺
市
）
と
提
携

し
た
狙
い
も
そ
こ
に
あ
る
。
長
年
、
日
成
ビ
ル

ド
工
業
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
「
Ｓ
Ｐ
Ａ

Ｃ
Ｅ　

ｉ
ｓ　
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ　

価
値
あ
る
空
間

へ
」
は
こ
う
し
て
実
現
す
る
と
説
く
。

　

日
本
エ
ス
コ
ン
と
連
携
し
て
、
京
都
市
の
ド

真
ん
中
・
河
原
町
で
建
設
し
て
い
る
マ
ン
シ
ョ

ン
は
、
地
上
11
階
建
て
１
３
５
邸
の
、
ハ
イ
グ

レ
ー
ド
な
居
住
空
間
で
あ
る
。
竣
工
は
２
０
１

５
（
平
成
27
）
年
末
な
の
に
、
14
年
の
年
初
に

し
て
、
既
に
４
分
の
１
は
売
約
済
と
な
っ
て
い

解
説
に
よ
る
と
、
森
岡
社
長
と
共
に
描
い
た
大

転
換
の
シ
ナ
リ
オ
は
こ
う
だ
。

　

要
は
前
ペ
ー
ジ
の
図
説
に
あ
る
が
「
土
地
を

中
心
に
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
回
転
さ
せ
、
集
め
た
『
情
報
』
を
新
し
い

『
価
値
』
に
変
え
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

　

詳
し
く
言
う
と
、
日
成
ビ
ル
ド
工
業
グ
ル
ー

プ
が
、
集
め
た
「
情
報
」
と
「
土
地
」
を
合
わ

せ
て
「
建
設
」
を
後
押
し
す
る
。
そ
し
て
建
物

を
「
運
用
」・「
維
持
」
し
て
「
ス
ト
ッ
ク
」
し
、

こ
こ
か
ら
収
益
が
生
じ
る
。
こ
の
図
式
が
、
循

環
す
る
の
が
理
想
形
だ
と
強
調
す
る
。

企
業
で
あ
る
オ
リ
ッ
ク
ス
や
Ｇ
Ｅ
キ
ャ
ピ
タ
ル

と
の
提
携
を
機
に
、
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
（
不
動
産
投
資

信
託
）
に
組
み
込
ま
れ
た
不
動
産
の
管
理
分
野

に
も
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

東
京
で
情
報
を
得
て
東
京
で
事
業
展
開
す
れ

ば
無
駄
が
な
い
。
い
ち
い
ち
出
張
し
な
く
て
済

む
。
し
か
も
仕
事
が
早
い
。
矢
継
早
の
「
実
証
」

の
後
、
東
京
へ
の
営
業
本
部
移
転
を
断
行
し
た
。

　

こ
こ
で
、
森
岡
社
長
の
い
と
こ
の
森
岡
直
樹

専
務
に
登
場
願
お
う
。
森
岡
専
務
は
、
森
岡
社

長
の
父
の
弟
の
長
男
で
、
一
時
、
日
成
ビ
ル
ド

工
業
の
子
会
社
、
日に
っ

拓た
く

産
業
で
代
表
取
締
役
を

務
め
た
が
、
同
社
を
整
理
し
た
あ
と
、
日
成
ビ

ル
ド
工
業
に
入
っ
た
。
社
長
の
右
腕
に
、
こ
こ

数
年
急
速
に
進
め
て
い
る
日
成
ビ
ル
ド
工
業
の

大
変
身
ぶ
り
を
説
明

し
て
も
ら
っ
た
。

　
「
東
日
本
大
震
災

の
２
０
１
１
年
は
文

字
通
り
大
転
換
の
年

と
な
り
、
そ
の
４
カ

月
後
、
７
月
の
創
業

50
周
年
も
発
火
点
と

な
っ
た
」。
専
務
の

　

タ
イ
の
合
弁
会
社
テ
コ
入
れ
に
先
立
つ
９
月

に
も
、
エ
ポ
ッ
ク
と
な
る
懸
案
が
断
行
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
営
業
本
部
を
東
京
に
置
い
た
こ
と
だ
。

金
沢
に
本
社
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
本
社
に

営
業
本
部
を
置
く
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
日
成

ビ
ル
ド
工
業
の
場
合
、
11
年
３
月
の
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
て
以
来
、
こ
の
普
通
が
普
通
で

な
く
な
っ
た
。

　

と
に
か
く
、
応
急
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
の
特
需
が

大
量
に
舞
い
込
ん
だ
。
東
北
の
被
災
者
た
ち
に

救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
大
事
な
仕
事
で
あ
る
。

こ
れ
は
確
実
に
す
み
や
か
に
遂
行
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
東
京
に
営
業

部
隊
が
い
て
、
情
報
を
集
め
、
交
渉
に
当
た
ら

ね
ば
後こ
う

塵じ
ん
を
拝
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
全
社

一
丸
で
震
災
特
需
は
キ
チ
ン
と
こ

な
し
た
。
結
果
、
金
融
資
産
が
大

き
く
増
え
た
。

Ｍ
＆
Ａ
を
断
行

　
「
こ
れ
を
生
か
さ
な
け
れ
ば
」

と
新
規
開
拓
の
先
頭
に
立
っ
た
の

が
森
岡
社
長
で
あ
っ
た
。
長
年
あ

た
た
め
て
き
た
考
え
を
実
行
に
移

し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
央

の
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
の
Ｍ
＆
Ａ
（
企

業
の
合
併
・
買
収
）
で
あ
っ
た
。

　
Ｎ
Ｂ
建
設
、
小
澤
建
設
を
傘
下

に
入
れ
た
。
リ
ー
ス
業
界
の
川
上

本
社
の「
頭
脳
」と
し
て
機
能
す
る
管
理
本
部
＝
本
社

工
場
視
察
に
訪
れ
た
業
務
提
携
先
の
川
田
工
業
の
川
田
忠
裕
社
長
（
右
か
ら

3
人
目
）
ら
に
対
応
す
る
日
成
ビ
ル
ド
工
業
社
員
＝
本
社

森
岡
直
樹
専
務
を
囲
み
打
ち
合
わ
せ
す
る
営
業
本
部
、
技
術
本
部
の
面
々

＝
金
沢
市
金
石
北
3
丁
目
の
日
成
ビ
ル
ド
工
業
本
社

本吉義昭常務

着
任
地
の
タ
イ
に
発
つ
数
日
前
、
社
員
に
進
出
構
想
を
説
明
す
る
谷
田
信
取
締
役
技
術
本
部
長
＝
本
社

もともとIT（情報技術）用語で、企画、開発、設計
から構築・導入、運用・保守までをワンストップ（とどまることなく）行うこと。日成ビ
ルド工業の場合は、情報入手から不動産取得、設計、施工、完成後の保守・管理、リニュー
アルなどを一貫して行うことを指す。

ワンストップソリューション
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ト
カ
ラ
ー
の
青
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

経
営
理
念
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
冊
子

「
日
成
ビ
ル
ド
工
業
の
ひ
と
づ
く
り
・
も
の
づ
く

り　
『
随
所
作
主
の
マ
イ
ン
ド
』」
に
は
、
ひ
と

づ
く
り
の
要よ
う

諦て
い
は
考
え
る
力
の
育
成
と
、
Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）
の
駆
使
、
と
あ
る
。

　

考
え
る
力
の
育
成
は
、
会
社
の
各
部
署
の
現

場
で
な
さ
れ
る
。
仕
事
を
通
じ
て
上
司
、
先
輩

が
行
う
。
よ
く
言
わ
れ
る
「
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ

ブ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
だ
。

　
Ｉ
Ｔ
の
駆
使
で
は
、
13
年
秋
に
新
し
い
取
り

組
み
を
始
め
た
。
作
図
、
見
積
シ
ス
テ
ム
を
組

み
込
ん
だ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
営
業
マ
ン
全
員

に
持
た
せ
る
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
は
、
も
と
よ
り
手
段
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
生
か
す
も
殺
す
も
営
業
マ
ン
の
気
構
え

次
第
、
腕
次
第
。
ど
ん
な
時
代
も
ど
ん
な
局
面

で
も
、
随
所
作
主
の
マ
イ
ン
ド
を
堅
持
し
て
百

年
企
業
を
目
指
す
日
成
ビ
ル
ド
工
業
で
あ
る
。

Ｐ
Ｒ
が
へ
た
な

ん
だ
な
」。
本

吉
常
務
が
指
摘

す
る
が
、
こ
れ

を
今
変
え
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、

そ
の
実
力
を
見

て
い
る
企
業
、

経
営
者
は
ち
ゃ

ん
と
い
る
。
例

え
ば
、
川
田
工

業
が
そ
の
代
表
だ
ろ
う
。
川
田
工
業
と
は
13
年

秋
か
ら
本
格
的
な
協
業
関
係
に
入
っ
た
。
発
端

は
森
岡
社
長
と
川
田
忠
裕
社
長
と
の
１
カ
月
に

１
回
の
食
事
で
あ
っ
た
。
両
社
と
も
シ
ス
テ
ム

建
築
を
手
掛
け
て
お
り
、
川
田
工
業
は
大
型
物

件
、
逆
に
日
成
ビ
ル
ド
工
業
は
中
小
物
件
で
棲す

み
分
け
で
き
る
の
で
な
い
か
。
こ
ん
な
発
想
か

ら
、
シ
ス
テ
ム
建
築
で
は
北
陸
の
雄ゆ
う

同
士
の
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

随
所
作
主
の
精
神
で
人
づ
く
り

　

日
成
ビ
ル
ド
工
業
の
経
営
理
念
は
４
条
か
ら

成
る
。
そ
の
う
ち
の
２
条
目
、「
随ず
い

所し
ょ

作さ
く

主し
ゅ
の
精

神
で
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
経
営
に
参
加
す
る

全
員
経
営
の
意
識
を
持
と
う
」。
こ
の
条
項
が
核

に
な
っ
て
い
る
。
随
所
作
主
の
精
神
と
全
員
経

営
の
意
識
は
、
強
調
す
る
よ
う
に
コ
ー
ポ
レ
ー

に
活
用
、
立
体
化
す
る
こ
と
で
駐
車
台
数
を
増

や
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
敷
地
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
に
は
、
大
学
や
病
院
の
新
し
い
施
設

を
建
設
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

　
「
う
ち
は
ね
、
オ
ン
リ
ー
１
の
実
力
が
あ
る
の

に
、
そ
れ
を
正
当
に
評
価
し
て
も
ら
う
た
め
の

が
、
半
世
紀
を
経
て
「
空
間
を
創
造
す
る
」
総

合
建
築
業
へ
と
飛ひ

翔し
ょ
うし

つ
つ
あ
る
。
こ
の
付
加

価
値
の
高
い
空
間
創
造
を
裏
打
ち
す
る
の
が
、

大
臣
認
定
を
取
得
し
て
い
る
鉄
骨
構
造
体
や
自

社
で
製
造
し
て
い
る
外
壁
パ
ネ
ル
（
日
成
フ
レ

ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
）、
屋
根
パ
ネ
ル
（
日
成
ル
ー

フ
・
日
成
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
フ
）
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
、
シ
ス
テ
ム
建
築
に
求
め
ら
れ
る
、
軽

く
て
丈
夫
で
加
工
し
や
す
い
メ
リ
ッ
ト
を
持
つ
。

広
大
な
本
社
工
場
を
含
め
全
国
８
カ
所
の
拠
点

で
生
産
さ
れ
て
い
る
。

立
駐
は
ビ
ル
イ
ン
タ
イ
プ

　

シ
ス
テ
ム
建
築
事
業
と
共
に
、
日
成
ビ
ル
ド

工
業
が
主
軸
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
商
品
が
、

立
体
駐
車
場
事
業
で
あ
る
。
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
到
来
に
合
わ
せ
て
創
業
初
期
の
主
力
商
品

だ
っ
た
ガ
レ
ー
ジ
は
、
車
社
会
の
発
展
と
と
も

に
、
立
体
駐
車
場
に
成
長
し
、
質
・
量
と
も
に

空
間
創
造
の
前
面
に
立
っ
て
き
た
。
駐
車
シ
ス

テ
ム
に
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
を
組
み
込
む
こ
と

は
も
と
よ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
中
に
組
み
込
む

タ
ワ
ー
式
立
駐
な
ど
、
縦
じ
ゅ
う

横お
う

無む

尽じ
ん
の
進
化
を
遂

げ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
全
国

の
国
立
大
学
や
病
院
向
け
の
自
走
式
駐
車
場
で

あ
る
。
慢
性
的
な
駐
車
場
不
足
に
悩
む
教
育
・

医
療
機
関
は
少
な
く
な
い
。
国
土
交
通
相
の
認

定
商
品
を
駆
使
し
、
限
ら
れ
た
敷
地
を
最
大
限

０
０
９
（
平
成
21
）
年
に
執
行
役
員
と
し
て
日

成
ビ
ル
ド
工
業
に
入
っ
た
。
取
締
役
管
理
本
部

長
を
経
て
、
12
年
か
ら
現
職
に
就
い
て
い
る
。

　

何
せ
忙
し
い
。
改
革
の
先
頭
に
立
た
せ
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、「
企
画
や
管
理

の
仕
事
が
大
好
き
」（
本
吉
常
務
）
で
、
毎
日
精

力
的
に
間
口
の
広
い
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
。

　

む
ろ
ん
、
異
業
種
の
会
社
に
足
を
踏
み
入
れ

て
び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
管
理

面
だ
け
で
も
▽
給
与
体
系
が
営
業
・
工
務
・
技

術
が
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
バ
ラ
で
労
働
意
欲
を
向
上

さ
せ
る
も
の
で
な
い
▽
定
期
人
事
異
動
が
な
く

人
が
育
た
な
い
▽
会
社
概
要
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

も
施
工
事
例
ば
か
り
で
魅
力
に
欠
け
る
―
な
ど
。

こ
れ
ら
を
率
先
垂
範
、
変
え
て
き
た
。

　
「
や
り
た
い
け
れ
ど
で
き
な
か
っ
た
海
外
戦
略

や
Ｍ
＆
Ａ
が
こ
こ
数
年
、
や
っ
と
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
勢
い
に
乗
っ
て
、
熱
い

う
ち
に
打
つ
ん
で
す
」。
目
を
輝
か
せ
て
話
す
本

吉
常
務
が
最
近
、
注
目
し
て
い
る
の
は
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
市
場
の
開
拓
で
あ
る
。「
今
ど

き
の
コ
ン
ビ
ニ
の
主
流
は
店
舗
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

＆
ビ
ル
ド

で
す
よ
。
ま
さ
に
う
ち
の
お
家
芸

プ
レ
ハ
ブ
ハ
ウ
ス
の
出
番
な
ん
で
す
」

オ
ン
リ
ー
１
の
素
材
、
技
術
で
勝
負

　

そ
の
プ
レ
ハ
ブ
ハ
ウ
ス
、
も
っ
と
い
え
ば
シ

ス
テ
ム
建
築

が
今
の
売
上
高
の
７
割
を
占
め

る
。
ガ
レ
ー
ジ
の
製
作
販
売
か
ら
始
ま
っ
た
の

る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
追
い
風
を
は
ら
ん
で
、

日
成
ビ
ル
ド
工
業
と
し
て
は
、
ま
さ
に
新
規
に

取
り
組
ん
だ
事
業
も
、
こ
う
し
て
順

じ
ゅ
ん

風ぷ
う

満ま
ん

帆ぱ
ん

の

体
で
あ
る
。

「
勢
い
に
乗
り
、
熱
い
う
ち
に
打
つ
」

　

ナ
ン
バ
ー
２
の
森
岡
専
務
に
対
し
、
ナ
ン
バ

ー
３
の
本
吉
義
昭
常
務
は
、
日
成
ビ
ル
ド
工
業

の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
北
陸
銀
行
の
出
身
だ
。
同
行

金
沢
中
央
支
店
長
や
監
査
部
長
な
ど
務
め
、
２

日成ビルド工業独自の外壁パネ
ル「ウレタンサンドイッチパネ
ル」を加工する工場＝本社

作図・見積システムが組み込まれたタブレット端
末でプレゼンテーションを行う社員＝本社

近畿大学生物理工学部棟には日成ビルド工業のシステム建
築が採用された＝和歌山県

㊨日成ビルド工業が施工した2層3段タイプの金沢大学附属病院外来患者用駐車場
㊦大規模マンション住人用ビルインタイプのタワー式立体駐車場のパース（20
基・840台収容）

システム建築は、建築を構成する部材を標準化することによって、設計
生産トータルをシステム化し、商品化した建築物をいう。部材の標準化とは、前もって準
備された部材そのものの寸法、形状や、組み合わせる部材のそれらをあらかじめ決定して
おき、統一することで、体系化、省力化による顧客満足を目指す。

システム建築 国内4万数千店といわれるコンビニエンスストア業界では、飽和状態と言われながら拡大基調が続いてい
る。今、その出店戦略の先端はスクラップ＆ビルドとされ、経費がいかに安くつき、またスクラップした店舗をいかに生かせるかがポイントと
され、日成ビルド工業ではこのメリットを究めた商品開発に力点を置く。

コンビニのスクラップ＆ビルド
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分
野
を
見
て
も
驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。
４
本
柱

を
も
っ
と
よ
く
理
解
す
る
た
め
に
、
個
室
に
あ

っ
た
社
長
席
も
社
員
と
同
じ
フ
ロ
ア
ー
の
中
に

置
い
て
、
一
体
感
を
創
出
し
た
。

　

当
面
の
目
標
は
、
売
上
・
成
長
率
で
地
域
ナ

ン
バ
ー
１
に
な
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ

れ
か
ら
が
ま
さ
に
正
念
場
で
あ
る
。
目
標
成
じ
ょ
う

就じ
ゅ
の
た
め
に
は
、
１
級
建
築
士
は
じ
め
１
級
建

築
施
工
管
理
技
士
な
ど
有
資
格
者
も
多
く
、
春

秋
に
富
む
こ
の
人
財
の
パ
ワ
ー
を
い
か
に
発
揮

さ
せ
る
か
が
肝
要
だ
と
藤
原
社
長
は
断
言
す
る
。

　

社
内
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
は
、
日
成
ビ
ル
ド
工

業
が
独
自
に
開
発
し
た
も
の
を
使
い
、
営
業
、

施
工
、
経
理
の
各
部
署
と
経
営
陣
を
有
機
的
に

結
び
つ
け
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
基
幹
シ
ス
テ
ム

を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
各
部
門
の
責
任
と
権
限

を
明
確
に
し
た
。

　
「
こ
れ
に
よ
っ
て
商
談
か
ら
施
工
に
至
る
過
程

が
、
見
え
る
化
さ
れ
た
。
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
無

駄
を
省
き
、
更
な
る
原
価
低
減
を
図
る
こ
と
で
、

厳
し
い
環
境
で
も
勝
ち
残
れ
る
会
社
に
し
て
い

き
た
い
」。

　
Ｎ
Ｂ
建
設
に
な
っ
て
１
年
が
過
ぎ
た
。
最
近
、

日
成
ビ
ル
ド
グ
ル
ー
プ
の
「
グ
ル
ー
プ
力
」
と

も
言
う
べ
き
相
乗
効
果
に
よ
る
受
注
が
相
次
い

で
い
る
。
グ
ル
ー
プ
力
と
社
内
改
革
が
相
ま
っ

て
さ
ら
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
拡
大
す
る

こ
と
を
期
し
、
社
挙
げ
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
仕

事
を
着
実
に
、
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｂ
建
設
は
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
２
月

に
、
日
成
ビ
ル
ド
工
業
の
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し

て
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
前
身
は
、
神
奈
川
、

東
京
の
首
都
圏
を
中
心
に
、
鉄
道
建
設
な
ど
を

手
掛
け
て
き
た
相そ
う

鉄て
つ

建
設
で
あ
る
。

　

鉄
道
、
土
木
、
建
築
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
こ

の
４
分
野
が
す
な
わ
ち
Ｎ
Ｂ
建
設
の
事
業
の
核

だ
。
４
年
後
に
創
業
半
世
紀
を
迎
え
る
技
術
集

団
が
築
き
上
げ
、
磨
き
を
か
け
て
き
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
柱
は
と
も
に
顧こ

客き
ゃ
くや
工
事
内
容
で
独
立

し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
４
本
と
も
が
共
鳴
し

合
っ
て
相
乗
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

　
「
４
本
柱
こ
そ
が
当
社
の
特
徴
。
ど
れ
を
も
伸

ば
し
て
い
く
」。
藤
原
敬
二
社
長
の
語
り
口
は
熱

っ
ぽ
い
。日
成
ビ
ル
ド
工
業
は
、シ
ス
テ
ム
建
築

と
立
体
駐
車
場
の「
総
合
メ
ー
カ
ー
」
だ
が
、Ｎ

Ｂ
建
設
は
総
合
建
設
業
だ
。
日
成
ビ
ル
ド
工
業

で
は
こ
な
し
切
れ
な
い
需
要
に
も
対
応
で
き
る
。

　

鉄
道
工
事
で
は
、
終
電
か
ら
始
発
ま
で
の
数

時
間
に
工
事
を
完か
ん

遂す
い
す
る
専
門
技
術
を
も
っ
て

い
る
。
ま
た
土
木
や
大
規
模
改
修
な
ど
、
ど
の

■商　　号	 株式会社NB建設
■所 在 地	 〒221-0052　横浜市神奈川区栄町5番地1
	 横浜クリエーションスクエア（YCS）10階
■資 本 金	 4億9000万円
■創　　業	 1967（昭和42）年8月10日
■業　　種	 総合建設業
■事業内容	 ・鉄道工事　・土木工事
	 ・建築工事　・リニューアル工事

　
４
年
制
大
学
工
学
部
の
建
築
学
科
を
卒
業
し

て
12
年
に
な
る
。
こ
の
間
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や

ス
ー
パ
ー
の
施
工
管
理
か
ら
、
企
画
、
設
計
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
ま
で
こ
な
し
て
き
た
。

　
今
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規
模
修
繕
や
屋
上
防

水
の
工
事
で
指
揮
し
て
い
る
。
特
に
大
規
模

修し
ゅ
う

繕ぜ
ん
は
昨
今
の
安
全
安
心
社
会
を
目
指
す
社

会
環
境
か
ら
結
構
、
需
要
が
多
い
。
屋
上
の
防

水
工
事
も
気
が
抜
け
ず
、
相
手
が
水
で
あ
る
だ

け
に
、「
思
う
通
り
に
工
事
が
進
ま
な
い
」
こ

と
も
、
ま
ま
あ
る
。

　
そ
れ
で
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
情
熱
を
燃

や
す
の
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る
人
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
仕
事
を

進
め
て
い
け
る
か
ら
だ
。
や
は
り
、
顧
客
満
足

を
追
求
す
る
仕
事
と
い
う
の
は
、
厳
し
く
も
、

や
り
が
い
が
あ
る
と
つ
く
づ
く
思
う
。

　
入
社
当
時
は
地
域
密
着
型
の
建
設
会
社
で
あ

っ
た
が
、
全
国
展
開
す
る
日
成
ビ
ル
ド
グ
ル
ー

プ
の
一
角
に
身
を
置
き
可
能
性
に
挑
戦
す
る
。

自社オフィスでパソコンに向かい、
担当物件の工法を点検する小玉さん
＝横浜市・栄町のNB建設

小玉 伸介さん
リニューアル部リ
ニューアル工事・
設備課　35歳

顧客満足追求にやりがい
リニューアル工事

　
入
社
以
来
６
年
間
、
分ぶ
ん

譲じ
ょ
うマ
ン
シ
ョ
ン
や

老
人
ホ
ー
ム
の
建
築
工
事
に
携
わ
っ
て
き
た
。

　
い
ま
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
都
内
・
東
中

野
で
２
０
１
５
年
春
竣し
ゅ
ん
工こ
う
を
目
指
す
、「
静せ
い
謐ひ
つ

の
丘
邸　
グ
レ
ー
シ
ア
東
中
野
」
と
い
う
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
だ
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
の
場
合
、
居
住
予
定
者
の

反
応
が
出
る
の
が
励
み
に
な
る
。
内
覧
会
場
で

「
お
ほ
め
の
言
葉
を
も
ら
う
の
が
最
高
」
と
屈く
っ

託た
く
が
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
、
お
し
か
り
が
あ

る
と
、
落
ち
込
む
こ
と
も
。
プ
ロ
ゆ
え
に
丁
寧

に
わ
び
た
う
え
で
、
引
き
渡
し
ま
で
に
修
正
し

顧
客
満
足
に
一
歩
で
も
近
づ
く
よ
う
に
す
る
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
事
業
に
携
わ
り
、「
仕
事
が
お

も
し
ろ
い
毎
日
」
だ
が
、
日
成
ビ
ル
ド
グ
ル
ー

プ
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
全
国
ブ
ラ
ン
ド
の
仕

事
が
期
待
で
き
る
と
目
を
輝
か
す
。

　
４
年
生
大
学
の
工
学
部
で
土
木
工
学
を
学
ん

だ
が
、
い
ま
目
標
と
す
る
の
は
一
級
建
築
士
。

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
ク
リ
ア
に
全
力
投
球
す
る
。

何人もの職人に指示してマンション工
事を進める齊藤さん＝東京・東中野

齊藤 純さん
建築部建築工事・
設備課　28歳

お客様のほめ言葉が最高
建築工事

　
４
年
制
大
学
の
工
学
部
で
土
木
工
学
を
専
攻

し
、
入
社
し
て
か
ら
５
年
、
こ
の
間
に
主
だ
っ

た
も
の
だ
け
で
も
①
水
道
敷ふ

設せ
つ
②
土
地
造
成
③

橋
脚
建
設
④
ゴ
ミ
処
分
場
づ
く
り
⑤
配
水
管
敷

設
⑥
道
路
建
設
、
と
「
多
種
多
様
な
土
木
工
事

を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
」。

　
い
ま
手
掛
け
て
い
る
の
は
横
浜
市
神
奈
川
区

羽は

沢ざ
わ
に
建
設
中
の
相さ
が
み模
鉄
道
羽
沢
駅
（
仮
称
）

の
周
辺
施
設
の
土
木
工
事
だ
。
自
分
が
担
当
す

る
建
築
物
が
日
に
日
に
、
目
に
見
え
て
形
を
成

し
て
い
く
の
が
「
働
き
が
い
」
と
言
い
切
る
。

　
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
社
会
の
た
め
に

役
立
つ
仕
事
に
青
春
を
燃
や
し
た
い
と
い
う
。

　
と
は
い
え
、
現
実
は
厳
し
い
。
設
計
通
り
に

は
な
か
な
か
い
か
な
い
。
例
え
ば
、
歩
道
橋
の

基
礎
を
築
く
た
め
地
面
を
掘
り
込
ん
で
い
た
ら

下
水
道
の
管
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
し

か
し
、
そ
ん
な
想
定
外
の
時
の
処
し
方
に
こ
そ
、

実
力
が
モ
ノ
を
い
う
こ
と
も
分
か
っ
て
き
た
。

現
場
で
一
番
に
出
勤
す
る
頑
張
り
屋
さ
ん
だ
。

バックホーを駆使する現場で関係者と進
捗状況を確認する松下さん＝横浜市羽沢

松下 祐樹さん
鉄道部相模鉄道線
相互直通総合工事
事務所　27歳

多様な土木工事をこなす
土木工事

　
い
ま
横
浜
市
西に
し
谷や

か
ら
分ぶ
ん
岐ぎ

し
て
延え
ん
伸し
ん
す
る

相さ
が
み模
鉄
道
の
橋
き
ょ
う

脚き
ゃ
く、
橋
台
建
設
工
事
の
施
工

管
理
を
務
め
る
。
４
年
制
大
学
の
工
学
部
を
卒

業
し
、
入
社
11
年
。
仕
事
を
任
さ
れ
、
成
じ
ょ
う

就じ
ゅ

す
る
と
達
成
感
に
満
た
さ
れ
、
仕
事
が
お
も
し

ろ
く
な
る
時
期
で
あ
る
。

　
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
中
で
も
鉄
道
は
本
線
を
主

軸
に
駅
舎
や
歩
道
橋
な
ど
付
帯
工
事
も
間
口
が

広
く
、
ま
た
深
い
。
建
築
工
事
だ
け
で
な
く
土

木
工
事
も
手
掛
け
る
。
や
り
が
い
あ
る
仕
事
だ
。

　
「
こ
の
会
社
に
入
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
」

と
思
う
。
社
員
ひ
と
り
一
人
が
、
も
の
づ
く
り

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
く

る
か
ら
だ
と
い
う
。
担た
ん
務む

で
結
果
が
出
れ
ば
い

い
が
、
な
か
な
か
構
想
通
り
に
運
ば
ず
、
脂あ
ぶ
らが

乗
っ
て
き
た
今
日
こ
の
ご
ろ
「
人
を
動
か
す
の

は
難
し
い
」
と
実
感
す
る
。

　
今
は
主
任
だ
が
、
所
長
に
な
る
の
が
当
面
の

目
標
だ
。
そ
う
な
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
た
い

と
謙け
ん
虚き
ょ
に
語
る
笑
顔
に
人
柄
が
に
じ
む
。

測量機械を手繰って鉄道橋の橋台づく
りに取り組む松本さん＝横浜市西谷

松本 俊之さん
鉄道部相模鉄道線
相互直通総合工事
事務所主任　33歳

任され竣工する喜び実感
鉄道工事

4本柱に磨き掛け社業拡大期す

横浜市内で施工する相模鉄道の地下駅舎新設工事の現場に立ち、進捗状況の説明を受ける藤原社長＝横浜市神奈川区羽沢町

４
本
柱
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
４
人
の
気
鋭
た
ち

藤原敬二NB建設社長

●取材／北國総研
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海外グループ会社 4社

　
小
澤
建
設
は
、
日
成
ビ
ル
ド
工
業
が
、

首
都
圏
で
最
初
に
Ｍ
＆
Ａ（
企
業
の
買

収
・
合
併
）し
た
完
全
子
会
社
で
あ
る
。

埼
玉
県
加か

須ぞ

市
に
本
社
が
あ
り
、
資
本

金
５
千
万
円
、
従
業
員
18
人
、
売
上
高

は
10
億
円
（
２
０
１
４
年
３
月
）
の
総

合
建
設
業
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
終
戦
直
後
、
注
文
を
受
け

て
住
宅
を
木
造
軸
組
工
法
で
建
て
る
工

務
店
の
よ
う
な
業
態
か
ら
出
発
し
た
。

創
業
者
の
衣い

鉢は
つ
を
継
い
だ
子
息
が
業
容

を
拡
大
し
、
鉄
骨
造
の
商
業
施
設
や
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
な
ど
新
分
野
を
開
拓
し
て
実
績
を
積

み
上
げ
、
公
共
工

事
受
注
業
者
の
地

歩
を
築
い
た
。

　
２
０
１
２
（
平

成
24
）
年
９
月
、

大
き
な
転
機
が
訪

れ
た
。
東
証
第
１

部
上
場
の
日
成
ビ
ル
ド
工
業
の
グ
ル
ー

プ
傘さ
ん

下か

に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か

ら
２
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
進
化
の
兆き
ざ
し

が
目
に
見
え
て
き
た
。
13
年
10
月
に
菊

池
盛
社
長
が
常
駐
と
な
っ
て
以
来
、

「
と
に
か
く
改
革
の
ピ
ッ
チ
を
上
げ
る
」

と
の
空
気
が
社
内
に
み
な
ぎ
っ
て
い
る

と
い
う
。

　
大
型
店
の
店
舗
、
集
合
住
宅
、
商
業

ビ
ル
、
そ
し
て
医
療
、
福
祉
施
設
な
ど
、

日
成
ビ
ル
ド
グ
ル
ー
プ
の
力
を
結
集
し

て
、「
確
か
な
安
心
と
満
足
」
を
提
供

す
る
仕
事
を
積
み
重
ね
て
い
く
小
澤
建

設
で
あ
る
。

　

東
和
工
建
は
２
０
１
３
（
平
成
25
）

年
、
日
成
ビ
ル
ド
グ
ル
ー
プ
の
一
員
に

な
っ
た
。
合
併
前
は
東
京
ド
ー
ム
グ
ル

ー
プ
に
属
し
て
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
や

立
体
駐
車
場
の
施
工
、
販
売
を
手
掛
け

て
き
た
。
主
な
業
務
が
親
会
社
と
ほ
ぼ

軌き

を
一
に
す
る
だ
け
に
、
グ
ル
ー
プ
会

社
と
し
て
の
出
足
は
ス
ム
ー
ズ
に
推
移

し
て
い
る
。

　
小
谷
幸
次
社
長
の
初
仕
事
は
、
従
来

か
ら
主
事
業
に
据
え
て
き
た
コ
イ
ン
パ

ー
キ
ン
グ
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
か
ら
だ
っ

た
。
わ
ず
か
半
年
に
コ
ス
ト
を
２
割
削

減
し
た
実
力
に
対
す
る
評
価
は
高
い
。

新
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
の
に
先

立
ち
、
い
わ
ば
基
盤
整
備
を
な
し
た
の

で
あ
る
。

　
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
の
施
工
、
運
営

で
は
、
全
国
２
５
０
カ
所
以
上
の
実
績

を
持
つ
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
コ
イ
ン
パ

ー
キ
ン
グ
は
土
地
活
用
の
出
発
点
」
だ

と
言
い
切
る
。
土
地
所
有
者
と
つ
な
が

り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
提
案
す
る
。

　
「
機
械
駐
で
空
い
た
と
こ
ろ
を
コ
イ

ン
駐
に
す
る
、
こ
れ
ぞ
究
極
の
空
間
利

用
だ
」
と
す
る
の
は
、
小
谷
社
長
。
こ

れ
ま
で
に
培
つ
ち
か

っ
た
商あ
き
な
い
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
と
心
を
、
後
に
続
く
裾す
そ

野の

に
広
げ
て

い
く
の
が
生
き
が
い
だ
と
強
調
し
た
。

菊池盛小澤建設社長 丸山運輸倉庫㈱第五倉庫新築工事

会社概要をヴィジュアルに説くパンフレット

コインズ浦和駅前：駐輪機（181台収容）を用いた、時間貸し
のサイクルステーション

あたりや上里店新築工事

スピカレディースクリニック新築工事　

２
０
１
３
（
平
成

25
）
年
12
月
に
創
業

し
た
N
B
イ
ン
ベ
ス

ト
メ
ン
ト
の
社
名
は
、

「
投
資
」
を
意
味
す

る
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン

ト
が
由
来
。
全
国
の

土
地
や
出
店
の
情
報

を
集
め
、
日
成
ビ
ル

ド
グ
ル
ー
プ
の
シ
ス
テ
ム
建
築
、
立
体
駐
車
場
や

駐
輪
場
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど
に
生
か
す
こ
と

で
土
地
の
価
値
を
高
め
る
、
い
わ
ゆ
る
「
土
地
開

発
」
を
担
う
最
新
鋭
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
。

　
こ
の
土
地
開
発
は
、
日
成
ビ
ル
ド
グ
ル
ー
プ
が

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す
首
都

圏
戦
略
の
最
前
線
に
位
置
づ
け
る
最
も
重
要
な
機

能
の
ひ
と
つ
。
グ
ル
ー
プ
の
総
帥
森
岡
篤
弘
日
成

ビ
ル
ド
工
業
社
長
は
、
倉
橋
取
締
役
に
「
土
地
情

報
の
ハ
ブ
（
拠
点
）
に
な
れ
」
と
訓
示
し
た
。
土

地
情
報
の
プ
ロ
を
自
認
し
て
き
た
倉
橋
取
締
役
は
、

い
ま
社
員
４
人
と
と
も
に
、「
情
報
ハ
ン
タ
ー
」

に
徹
し
て
い
る
。

　
N
B
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
は
、
顧
客
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ（
土
地
や
施
設
、設
備
お
よ
び
そ
れ
ら
の
利

用
環
境
）を
最
適
な
状
態
で
運
用
す
る
た
め
、
設

備
管
理
や
清
掃
、
修
繕
な
ど
の
維
持
管
理
を
総
合

的
か
つ
統
括
的
に
企
画
・
管
理
・
活
用
し
て
い
る
。

　
顧
客
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
現
状
の

悩
み
や
課
題
に
耳
を
傾
け
、
施
設
の
最
適
な
状
態

（
コ
ス
ト
最
小
、
品
質
と
効
果
を
最
大
）
を
提
案
。

こ
れ
を
最
も
効
率
の
良
い
方
法
で
管
理
し
、
質
の

高
い
運
用
を
目
指
し
て
い
る
。

　
現
代
は
、
こ
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｆ
Ｍ
）
に
も
安
全
安
心
が
求
め
ら
れ
る
時
代
。

日
成
ビ
ル
ド
グ
ル
ー
プ
の
顧
客
の
う
ち
例
え
ば
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
お
け
る
完か
ん

璧ぺ
き

な
安
全
対

策
を
提
案
す
る
な
ど
、
総
合
Ｆ
Ｍ
の
先
端
を
走
っ

て
い
る
。

　
海
外
で
い
ま
展
開
し
て
い
る
の
は
、
ア
ジ
ア
に

４
社
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
、
中

国
・
上
海
に
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
立
体
駐

車
場
の
販
売
・
施
工
お
よ
び
駐
車
場
の
運
営
・
管

理
、
上
海
で
は
駐
車
場
の
経
営
・
管
理
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、
そ
し
て
バ
ン
コ
ク
で
は
、
立
体
駐
車
場

の
販
売
・
施
工
お
よ
び
駐
車
場
の
運
営
・
管
理
、

シ
ス
テ
ム
建
築
の
製
造
・
販
売
・
施
工
を
事
業
内

容
と
し
て
い
る
。

　
２
０
１
４
年
に
タ
イ
の
会
社
に
谷
田
信
日
成
ビ

ル
ド
工
業
取
締
役
が
着
任
し
て
か
ら
、
い
い
ニ
ュ

ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
日
本
に
留
学
経
験
の

あ
る
人
が
、
ぜ
ひ
働
き
た
い
と
の
意
思
を
示
し
て

き
た
の
で
あ
る
。
早
速
採
用
と
な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
が
楽
し
み
な
４
社
で
あ
る
。

Ｎ
Ｂ
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
の
社
内

ケ
ー
ヨ
ー
デ
イ
ツ
ー
南

越
谷
店
新
築
工
事

小谷幸次東和工建社長

倉橋繁友NBインベストメント取
締役

改革のスピードを上げる

コイン駐は土地活用の出発点

全国土地情報のハブ目指す

総合FM業の先端を走る

アジアでのシェア拡大図る

山本弘NBファシリティーズ上席
執行役員事業統括本部長窓ガラス清掃業務

床清掃業務
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「
社
長
に
聞
く
」

─
─
─
─
森
岡
　
篤
弘
氏

　

会
社
の
齢よ

わ
いが
半
世
紀
を
過
ぎ
て
、
天
の
時
、
地
の
利
、
人
の
和
が
相
乗

効
果
を
発
揮
し
、
好
調
の
波
が
や
っ
て
き
た
。
創
業
者
の
父
か
ら
経
営
の

座
を
継
い
で
、
こ
こ
1
、
2
年
思
い
切
っ
た
事
業
を
次
々
展
開
し
、
収
益

と
い
う
数
字
と
な
っ
て
表
れ
て
、「
今
こ
そ
や
ら
ね
ば
」
の
決
意
は
堅
い
。

大
胆
な
経
営
の
革
新
は
、
社
長
業
15
年
で
時
に
赤
字
の
辛し

ん

酸さ
ん

を
舐な

め
、
時

に
孤
立
の
崖が

け

っ
ぷ
ち
に
立
た
さ
れ
た
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
得
意
の

時
に
も
謙
虚
な
言
動
で
ス
ピ
ー
ド
経
営
に
徹
す
る
胸
の
内
を
聞
い
た
。

森岡　篤弘（もりおか・あつひろ）氏
　1962（昭和37）年、金沢市生まれ。法政大学工学
部卒。86年、日成ビルド工業㈱入社。91年取締役に就
任、常務、専務、副社長を経て98年から社長。51歳。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

●取材／北國総研

スピード経営の本丸

㊨本社工場の広大な敷地に大量に並んだ建築資材
㊧㊤金沢の海の玄関口近くにそびえる日成ビルド工業本社の社屋
㊧㊦自社商品であるシステム建築でつくられた本社工場内の倉庫

＝日成ビルド工業本社

り
、
こ
の
ス
ト
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
と
グ
ル
ー
プ
力

の
相
乗
効
果
を
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
と
、

基
本
方
針
と
し
て
は
、
こ
う
考
え
て
い
ま
す
。

人
づ
く
り
の
基
本
は
対
話
に
あ
り

─
人
材
育
成
、
登
用
を
ど
う
考
え
て
い
ま
す

か
。

　

森
岡
社
長　

人
材
育
成
の
基
本
は
教
育
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
教
育
は
、
日
常
業
務
を
通
じ
て

い
か
に
学
ん
で
い
く
か
の
環
境
づ
く
り
に
あ
る

と
思
う
ん
で
す
。
各
職
場
で
上
司
と
部
下
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
し
っ
か
り
出
来
て
い

る
の
か
、
上
司
は
部
下
に
色
々
と
指
導
も
含
め

て
話
し
か
け
て
い
る
の
か
、
逆
に
部
下
は
上
司

に
報
告
、
連
絡
、
相
談
を
や
っ
て
い
る
の
か
。

こ
の
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
人
づ

く
り
で
は
一
番
大
事
な
ん
で
す
。

　

そ
の
延
長
線
上
に
人
材
登
用
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
私
が
社
長
に
な
っ
て
６
年
間
は
ず
っ
と

赤
字
会
社
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
取
締
役
は
15

人
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
５
人
ほ
ど
に
ス
リ
ム

化
し
ま
し
た
。
人
材
登
用
の
逆
で
す
。
資
産
は

３
０
０
億
円
ほ
ど
落
と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
時

の
決
断
が
今
日
の
堅
実
経
営
の
礎
い
し
ず
え

に
な
っ
て

い
ま
す
。
企
業
は
常
に
継
続
し
て
い
け
る
状
態

に
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。
取
締
役
も
社

員
も
、
人
材
登
用
の
ベ
ー
ス
は
、
人
事
考
課
を

給
与
と
昇
進
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

拡
大
す
る
。
そ
の
資
産
を
事
業
拡
大
に
振
り
向

け
て
い
く
今
こ
そ
、
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
考
え
ま

し
た
。
ま
さ
に
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

　

特
に
関
東
圏
に
照
準
を
合
わ
せ
て
、
ま
ず
ゼ

ネ
コ
ン
２
社
を
取
り
込
み
ま
し
た
。
こ
こ
を
橋

き
ょ
う

頭と
う

堡ほ

に
情
報
を
つ
か
み
、
仕
事
に
つ
な
い
で
い

け
ば
、
売
り
上
げ
は
飛
躍
的
に
伸
び
ま
す
。
続

い
て
営
業
本
部
を
東
京
に
移
転
し
た
の
も
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
の
日
本
の
コ
ア
な
、
ナ

マ
な
情
報
が
東
京
に
集
中
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

東
京
五
輪
ま
で
の
６
年
間
が
勝
負

─
次
の
一
手
を
ど
う
打
ち
ま
す
か
。

　

森
岡
社
長　

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ま
で
の
６
年
間
に
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
日

成
ビ
ル
ド
工
業
が
進
む
か
の
方
向
を
決
め
て
、

基
盤
を
つ
く
っ
て
い
け
る
か
が
勝
負
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
東
京
五
輪
が
終
わ
っ
た

７
年
後
の
、
会
社
の
姿
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
、

今
、
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
る
ん
で
す
。

　

五
輪
が
決
ま
っ
て
か
ら
開
催
ま
で
の
間
、
土

地
の
価
格
が
下
が
っ
た
国
は
こ
れ
ま
で
一
つ
も

な
い
ら
し
い
ん
で
す
ね
。
東
京
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
か
ら
の
話
で
す
が
、
こ
こ
最
近
、
外
国
人
が

続
々
投
資
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
弊
社
は
、
土

地
の
開
発
か
ら
入
っ
て
、
建
て
た
後
の
建
物
管

理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
の
「
ス
ト
ッ
ク
ビ
ジ

ネ
ス
」
を
近
年
、
強
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方

向
は
お
そ
ら
く
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
。
と
い
う
よ

ら
、
業
務
提
携
先
、
資
本
政
策
な
ど
、
基
盤
固

め
こ
そ
大
事
で
す
。
こ
こ
３
年
間
で
し
っ
か
り

仕
事
を
積
み
重
ね
て
、
確
実
に
目
標
を
達
成
し

て
い
き
ま
す
。

将
来
見
据
え
関
東
圏
に
照
準

─
社
業
拡
大
に
は
ど
ん
な
考
え
を
持
っ
て
い

ま
す
か
。

　

森
岡
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も
と
も
と
、
う
ち
は
建
設
業
で

す
。
私
に
は
就
任
以
来
、
建
設
業
に
対
す
る
将

来
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
長
い
ス
パ
ン
で
見

た
時
に
、
労
働
者
人
口
の
減
少
が
進
み
、
こ
れ

に
伴
う
法
人
の
減
少
が
起
き
る
こ
と
は
間
違
い

な
か
ろ
う
と
。
今
の
う
ち
に
対
応
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
た
ん
で
す
。

　

そ
こ
へ
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
仮
設

住
宅
の
大
幅
な
特
需
が
き
て
、
金
融
資
産
が
増

え
ま
し
た
。
当
社
は
工
場
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

生
産
を
拡
大
し
て
い
け
ば
金
融
資
産
が
着
実
に

M
＆
A
の
効
果
じ
わ
り

─
今
、
そ
し
て
近
未
来
を
に
ら
ん
だ
中
期
経

営
計
画
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

森
岡
社
長　

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
４
月

か
ら
、
こ
こ
３
年
間
の
中
期
経
営
計
画
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
年
商
を
今
年
度
３
０
０
億

円
、
来
年
度
４
０
０
億
円
、
再
来
年
度
５
０
０

億
円
を
目
標
に
、
最
終
的
に
45
億
円
の
経
常
利

益
を
挙
げ
る
計
画
で
す
。

　

２
０
１
２
年
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
首

都
圏
で
の
M
＆
A
（
企
業
の
買
収
と
合
併
）
が

業
績
向
上
に
じ
わ
り
と
効
い
て
き
て
、
そ
れ
が

数
字
に
表
れ
て
来
た
ん
で
す
。
中
間
で
上
方
修

正
し
た
今
期
は
年
商
４
２
０
億
円
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
来
年
３
月
の
経
常
利
益
は
25
億
円
と
、

と
て
も
い
い
財
務
内
容
で
推
移
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

た
だ
数
字
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
さ
る
こ
と
な
が

1314


